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屋外広告物の色彩の基本的な考え方 

■屋外広告物の目指す色彩とは 

近年、屋外広告物は、大型化とともに周囲の景観と調和

しない色彩の広告物がみられるものがあります。 

屋外広告物の目指す色彩とは、街並みと自然環境に調和

した色彩とし、地域の持つ歴史・文化・自然・風土などの

多様な個性に融合させましょう。 

 

■地域色と素材の発見 

色に対して抱くイメージは人によって微妙に異なります。

しかし、その場所がすでにもっている色彩及び素材を客観

的に発見整理し地域色とすることで、色彩イメージを共通

認識することができます。広告物もこの地域色に添ったも

ので計画することが大切です。 

 

■屋外広告物の地色と表示色 

 本ガイドラインでは、屋外広告物の色彩を屋外広告物の地色（ベースカラー）と表示色（アクセントカラ

ー）に分けて考えます。地色は周囲の景観や街並みに出来るだけ調和させ、表示色は事業者が定めているカ

ラーシステムを尊重しようというものです。 

○地色（ベースカラー）・・・・・広告物の地となっている大きな割合を占める色。 

○表示色（アクセントカラー）・・文字やマークなど広告物を表示する色。地色に対して小さな面積の色。 

 

屋外広告物の色彩を決めるまで 

 ○以下の流れを参考に、屋外広告物の色彩を計画しましょう。 

 ○計画にあたっては、広告事業者等専門家のアドバイスを受けましょう。 

 

                広告物を掲出する建物、周辺の色彩を確認し地域色を整理します。 

 

                地域色の中から広告物に相応しい地色を設定します。 

                出来るだけ地域色から広告物が映えるような表示色を探します。 

                 

                コンピュータグラフィックを使った色彩シミュレーション、色彩サンプ

ルを使った現地での確認をします。 

                 

６ 色彩ガイドライン６ 色彩ガイドライン

周辺の地域色確認 

色彩計画素案の作成 

色彩合わせ 

色彩計画の決定 

山並みなどの 
背景が持つ色 

地色(ベースカラー) 

表示色 

(アクセントカラー) 

建物の壁面の色 

街路樹や構造物、街並みが持つ色
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屋外広告物の色彩ガイドライン 

地色と表示色の扱い 

地色（ベースカラー）は、地域色との調和を考慮して出

来る限り彩度を低くしましょう。 

屋外広告物条例では、地色の彩度１５未満、また、第１

種・２種規制地域の案内用広告物の彩度は８以下と定めて

います。  

表示色は、事業者のカラーシステムの色、ごく小さな面

積の文字などで用いる鮮やかな色彩も使用可能です。 

 

■歴史的街並みの例 

○伝統色で構成される地域色 

 建物及び広告物の多くは、木、漆喰、瓦、金属など素材

感と配色により、伝統的な色彩が使われています。 

そこで、無彩色や茶系を基本とした伝統色で地色をつく

り、同じ伝統色の中で、広告物が映える表示色を使います。 

 

 

屋外広告物の配色方法 

○地色を落ち着いた色にする            ○地色と表示色を反転させる 

 

 

 

 

 

 

 

○色使いをシンプルにする。            ○面積を小さくする。 

 

 

 

 

 

表示色(伝統色)の例 

歴史的街並みの地色(伝統色)の例 
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屋外広告物の色彩の基本 

屋外広告物条例では、広告物の色彩を正確に表すために、マンセル色体系の値を用いています。このマン

セル色体系の基本と色彩の性格について理解しましょう。 

 

■マンセル色体系 （マンセル・カラー・システム） 

色の３属性に基づいた色彩を表現する体系（表色系）の

一種です。３属性とは色相（色の種類）、明度（明るさ）、

彩度（鮮やかさ）の３つを指し、マンセルシステム、マン

セル表色系あるいはマンセル色体系などとも言います。 

屋外広告物条例の中では、禁止屋外広告物に「地色に彩

度１５以上の色を使用したもの」を定めており、このマン

セル・カラー・システム（JISZ8721）を使用しています。 

 

 

■マンセル値による色の表記 

 記号の例   ５Ｒ ５／８ 

               彩度 

               明度 

               色相 

 

 

 

 

 

■色彩の概念 

○色の関係    色は単色よりも、他の色との関係で価値を示す場合の方が多い。ある色が映えるのはそ

れを支える背景となる色によってであり、ある２色の関係がもつ美しさはその２色の組み

合わせの関係のよさによります。 

 

○色の大きさ   色には膨張する色と収縮する色があり、進出する色と後退する色があります。広告物を

大きく見せるか小さく見せるかは、色彩の効果が物と大きさの関係を変えることにより環

境にマッチさせるという考え方を具体化させます。 

 

○イメージと色  広告物によっては事業者が決めているカラーシステムがあります。地域で広告物の色を

規定した場合、お互いにぶつかり合うことがあります。したがって、地域のアイデンティ

ティーによる地域色（タウンカラー）をどのように確立するかが重要となります。 

図 色立体 

彩度 

明
度 

図 色相／赤・黄・緑・青・紫の５色と、それぞれの中間

色相を加えた10色の色相が基本となる。 

彩度

色相 

明
度 

図 等色相面（５Ｒ） 

赤(R)・黄赤(YR)・黄(Y)・黄緑(GY)・緑(G)・青緑(BG)・青(B)・青紫(PB)・紫(P)・赤紫(PR) 
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参考：屋外広告物の色彩を考えるときの一例 

■配色イメージスケールの活用 

色を言葉で表現した場合、共通する部分

も多く認められます。そのイメージの共通感

覚を心理学的に明らかにしたのがイメージス

ケールです。このイメージスケールの相対的

な位置づけやパターンを活用して地域色を定

めることが可能です。 

 

○歴史的街並みの例 

 建物及び広告物は、木、漆喰、瓦、金属な

ど素材感と配色により、イメージスケールの

クラシック、エレガント付近に集中していま

す。（図①） 

 

■屋外広告物の色彩の選択 

 地域色を決めることが出来たならば、建物

や構造物の色や、広告物の色をその範囲内で

選択します。ただし、配色イメージスケール

（図②）は、限られた配色サンプルでイメー

ジ全体をとらえるためのものであり、さらに

細やかな配色パターンが用意されています。 

 

○歴史的街並みの配色例 

 

 

 

 

 

 

図② 配色イメージスケール 

図① 言語イメージスケール

※イメージスケールとは 

イメージスケールは、（株）日本カラーデザイン

研究所（www.ncd-ri.co.jp）が心理学的研究によ

り、独自に開発したものです。 

出典：配色イメージワーク 著：小林重順 編：日本カラーデザイン研究所 


